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１．はじめに 

 線路下や道路下を安全に施工可能でかつ，

土被りを小さくできる非開削工法の一つと

して，函体推進・けん引工法が挙げられる．

本工法は，線路／道路および切羽防護のため

にまず箱形ルーフ（角形鋼管エレメント）を

施工し，その後，現場にて函体（ボックスカ

ルバート）を場所打ちにより製作し，函体刃

口部の地山の掘削，箱形ルーフとともに函体

の前進を繰返し，線路／道路下に函体を構築

する工法である．本工法においては，函体の

推進・けん引中に周辺地盤を介して多少なり

とも軌道に影響を及ぼすが，そのメカニズム

は明らかになっていない． 

 そこで筆者らは，函体推進工法が適用

された現場において，函体推進中の箱形

ルーフ，地中，軌道の挙動を計測した．

本報では計測結果のうち，箱形ルーフと

軌道の挙動について示す． 

２．現場および計測概要 

 計測を実施した現場は，JR 九州管内

の複線盛土区間に函体推進工法（SC 工

法）を適用して歩車道用架道橋を新設す

る工事である．正面図および主な計測内

容を図 1 に，側面図および箱形ルーフ手

動計測位置を図 2 に示す． 

函体のほぼ上半は盛土であり，箱形ルーフ施工時

にほぼ全長にわたり箱形ルーフ上部にバラストが出

現した．函体の寸法，土被りおよび原地盤の土質は

表 1 に示すとおりである． 

 軌道計測は函体推進直前・直後に測量し，その累積により整理した．箱形ルーフについては函体推進後の測

量の結果を，直接，変位量としている． 
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図 2 側面図および箱形ルーフ計測位置 

・箱形ルーフ設置精度および推進時の挙動
・軌道変位 ・函体の挙動 ・地中変位

基準管

▲：自動計測
●：手動計測

○：レベル測量
×：高低（10m弦）

図 1 正面図および主な計測内容 
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表 1 函体寸法，土被りおよび土質 

函体寸法(m) 土被り
(m)

土質（原地盤）
幅 高さ 長さ

8.2 6.0 14.0 0 砂質ｼﾙﾄ・砂礫N=4～19

← 起点方 

↑ 
継手位置
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３．計測結果 

 函体推進時の箱形ルーフと

軌道の挙動を図 3 に示す．箱

形ルーフについては，推進開

始約 6 箇月前に，25mm の上

げ越しをもって施工が完了し

ていたが，その後の函体製作

中の列車通過に伴い，土留め

を支点としてほぼ中央の継手

位置で折れ，V 字形沈下形状

となった． 

函体推進時の箱形ルーフの

挙動について見ると，継手位

置で折れた V 字形形状を保持

したまま到達側へ移動してい

る．そして，それに伴い，軌

道の隆起が発生しているが，

このことは，上述の箱形ルー

フの挙動が，箱形ルーフ直上

の地盤を押し上げ，結果とし

て，軌道の隆起を発生させて

いるものと推定できる． 

この現象は，文献 1)の事例

分析でも確認されており，函

体推進開始直前の箱形ルーフ

の設置の状態が，軌道変位に

少なからず影響を及ぼすとの

経験的知見を証明できたもの

と考える． 

なお，この傾向は多少の差異はあるものの，他の測線（基準管，№4 および№9）でも確認されている． 

４．おわりに 

函体推進工法では，箱形ルーフの施工精度（推進直前の設置の状態）が軌道変位に及ぼす因子であることは，

ある程度経験的に把握されていたが，今回，函体推進中の箱形ルーフおよび軌道の挙動を実際に計測すること

によりその関連を明らかにした． 

今後は，他の地中変位等の計測データについても整理を深度化し，函体推進時の函体自体，箱形ルーフ，周

辺地盤の挙動が相互に関与する軌道変位発生メカニズムについて解明を進めていきたいと考えている． 
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●：箱形ルーフ計測位置における鉛直変位（数字は図２中の計測位置に対応）
▲：直線外挿補完により算出した箱形ルーフの継手位置における鉛直変位 
＋：軌道の鉛直変位（推進開始直前を０） 

図 3 函体推進時の箱形ルーフ№3 とその直上軌道の挙動（鉛直変位） 
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